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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 41,77 42,22 +0,45 43,25 -1,03

USD / BRL Spot BRL 2,3774 2,3590 -0,0184 2,2874 +0,0716

USD / JPY Spot JPY 99,33 99,57 +0,24 98,94 +0,63

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 51.835 51.626 -209 48.474 +3.152

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 206,0 207,1 +1,1 179,3 +27,8

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,01 11,98 -0,03 10,94 +1,04

DI Future Apr14（金利先物） % 9,67 9,71 +0,04 9,11 +0,60

3 Months US Dollar Libor % 0,260 0,260 +0,000 0,267 -0,007

CRB Index（国際商品指数） Index 291,2 292,8 +1,6 283,8 +9,0

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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Indicator Unit 9月2日

昨日のドルレアルスポット相場は、当局からの連日のけん制を受けてレアル高となる展開でした。朝方は
７月の鉱工業生産が市場予想を下回ったことから前日比レアル安の２．３９台前半で始まりましたが、前日
にトンビニ総裁がけん制発言を行っていたことからレアル売りの勢いは続かず徐々にレアル買い戻しと
なりました。その後、２．３８台でもみ合いとなっていたところに財務省高官から「政府は過度なレアル安を
回避するための努力を続ける。」とのコメントが流れたことでレアル買い戻しが加速し、２．３６台前半へ
レアル高となりました。そのままレアル買い圧力は終日続き、結局２．３５台後半で引けています。

昨日は特段ポジティブな材料が出たわけではありませんでしたが、当局からのけん制発言によりレアル
買い優勢になりました。中銀と政府当局者が揃ってレアル安を抑える旨表明してきたことで市場の警戒感
も高まったようです。介入プログラムの発表以来、当局のレアル安抑制の本気度合いが徐々に市場へ
伝わっている印象を受けますが、本プログラムの有効性が確認されれば追加措置を取る旨アナウンス
されていましたから今後もそれらを含めた当局の動向を市場は注視していくでしょう。
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